
新しいモルタル通気工法のご提案です。

外壁に求められる通気性・断熱性・防水性を向上させる外壁モルタル工法です。

壁体内の通気性アップ

通断防工法のメリット

POINT　①

断熱効果アップPOINT　②

防水性能アップPOINT　③

これまでの一般モルタル外壁工法（直張り工法）に
通断防防水シートを取り付けることで、躯体と外装
材の
隙間に空気（水蒸気、熱）が通るスペースを作り出

すことができ、壁体内の通気性が向上します。

通断防防水シート

ラスモル

透湿防水シート

壁体内通気のイメージ

壁体内の内部結露は、カビの発生により、居住者へのアトピー等
健康被害の原因となります。
そのため、外装材と躯体（面材等）のあいだに空気の流れる隙間
（空間）があることが望ましいのです。

通断防シートによる通気のイメージ

内部結露を防ぎ、建物の耐久性を向上させます

以下試験結果より抜粋
『通断防』工法においてロックウール断熱材、充填発泡ウレタン断熱材を内部
に充填した２種類の試験体で地域条件Ⅳ（関東地域）から地域条件Ⅰ（北海道
地域）で結露試験を行った結果、試験体内部で湿度90％を上回る事はなかっ
た。よって内部結露の発生は無いと考えられる。また、三森准教授(釧路工業
高等専門学校)の試験体観測結果より、試験体のモルタルおよびせっこうボー
ド表面にも結露の発生は見られなかった。

内部結露が発生するのかを実験しました！

釧路高専の三森准教授の監修のもと、冬場の外気温、室内
温を設定し試験をおこない、結露の発生を実験しました。

釧路高専内の試験体

温湿度センサーを各所にとりつけます

ラスモル

通断防防水シート

実験のイメージ

室　内室　外

冬場の過酷な状況をつくりだし、結露の発生を試験しました。

室温設定

１５℃
室温設定

－１９．８℃

内外温度差

３４．８℃
面材

優れた通気性能

結果

温度差３４．８℃の状況でも結露の発生は確認され
なかったことから、通断防シートが壁体内の湿気の
排出に有効であることが確認できました。

優れた断熱性能
断熱性能はその素材がどのくらい熱を通すかを示す
熱伝導率λ（ラムダ）の数値で比較できます。

押出発泡ポリスチレン板 λ：0.028(m・k）

  硬質ウレタンフォーム λ：0.033ｗ(m・k）

『通断防』防水シート λ：0.035ｗ(m・k)

熱伝導率 λ（ラムダ）　単位：ｗ(ｍ・k）
4.03.02.01.0
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富士川建材工業株式会社　技術部調べ

次世代型モルタル通気工法

ノンクラック通断防  工法

優れた防水性能
通断防防水シート単体の防水性は下記のグラフの通り、
防水性が非常に高いことが分かります。さらに、透湿防
水シートと通断防シートの併用でダブルの防水効果を発
揮します。

通断防防水シートと
透湿防水シートの

ダブル防水！

POINT！

高性能断熱専用素材
と

同等の断熱性能！

POINT！

POINT！

通断防シートが
壁体内結露対策に

大変効果的！

POINT！

R

ラスモル

防湿フィルム0.1mmせっこうボード12.5mm

試験体断面図

温度センサ設置箇所

※上下・左右中央部に設置

ロックウール／充填発泡ウレタン８９mm

FNラス

透湿防水シート

『通断防』防水シート

合板９mm

ラスモル１５mm
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通断防防水シート
この間に通断防防水シートで空
間（通気層）を作る

空気が流れるスペースができます

FUJIKAWA
～建築仕上げの流れを創る～

富士川建材工業株式会社


